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要旨

本稿では、大学初年次の少人数授業においてポピ

ュラー音楽を用いたメデイアリテラシー入門の試み

を紹介する。現在主流のメデイアリテラシー教育の

考え方と、楽曲を「プライマリーテキスト」とした

ポピュラー音楽研究の成果をとりいれることにより、

大学生にふさわしいメデイアリテラシー修得に向け

た動機が得られると主張したい。最後にメデイアリ

テラシー教育の観点から望まれるポピュラー音楽研

究の方向について触れる。

キーワード：メデイアリテラシー、ポップ音楽、

歌詞

1 大学初年次教育とポピュラー音楽

1.1 大学でのリテラシー教育とアクティブ

ラーニング

最初に、ポピュラー音楽 (PM) をもちい

たメデイアリテラシー (ML) 入門教育の試

みをおこなうに至った経緯を説明したいば

近年、大学での主体的・能動的な学習の必

要性が説かれている。特に少人数での導入的

演習科目では、いわゆるアクティブラーニン

グ (AL) が各方面から推奨・要請されてい

る。おおまかにいってALの目的は、学生に

受け身で授業を聞く以上の作業をさせること

によって、汎用的能力を育成することだとい

ってよい。なんらかの対象テーマについて、

学生が単に知識を蓄積するだけでなく、対象

i以下、紙面の都合により、場合によってポピュラー音楽を
PM、アクティブラーニングをAL、メデイアリテラシーを
ML と略記することがある。
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を自発的に調査・分析し、評価をおこなうこ

と、可能なかぎり自発的に読み、書き、議論

すること、特にグループワークやグループデ

ィスカションをおこなうことによって、認知

的・非認知的能力を延ばすことが目指されて

いる。

仮に大学や社会からの要請がなかったとし

ても、多くの教員は、大学生に必要な基本的

なリテラシー、特にテキストの批判的読解、

批判的思考、そして各種のコミュニケーショ

ン能カ・スキルを学生に修得してほしいと願

っているはずであり、筆者もその一人である。

しかし、学生の「アクティブな」学習を設

計することには実際には難しいところがあ

る。自発的な調査分析と活発なデイスカッシ

ョンのためには学生自身が興味を維持できる

テーマが必要である。しかし、大学学部入学

後数週間の時点で、まだ興味の対象がさだま

っていない場合にはテーマを見つけること自

体が難しい。

伝統的には、大学で必要な基本的スキルは

学部学科および教員の専門分野の文献の講読

によって身につけるものだ。しかし、学生に

基礎的な知識が不足している段階で教員自身

の専門に近い分野を題材テキストとして選ぶ

と、教員の専門的な知識や理解力が学生を圧

倒してしまい、学生の自発的な学習に対する

圧力や障害になってしまうことがある。

また初年次学生は、テキストの「解釈」が

複数ありえることになじんでいない。大学で

扱うテキストや社会現象には必ずしも唯一の

「正しい」解釈がないかもしれず、多くの場合

は同程度に有力な解釈が複数ありえる。大学

ではまずこうした「正解が誰にもわからない」

「もっと適切な解釈があるかもしれない」とい

う状態で他の受講者と意見や解釈を交換する

という活動になじんでもらわねばならない。

その際、社会的に深刻な対立を生むような問

題、社会的コミットメントを要求するような

テーマ、そして過去に流行した「デイベート」

のような方法は逆効果になる可能性がある。

ALで求められるコミュニケーションスキル

についていえば、初年次学生たちはまだお互

いをよく知らないし、多くはいわゆる自己表

現が苦手である。「自己表現」として求められ

ているものは自己「について」語ることでは

なく、むしろ当人以外の対象についての、そ

の人独自の感じ方、考え方、解釈や評価や態

度の表明などだと考えられる。 AL において

は、まずは他の受講者と共通に楽しく語りあ

いつつなにかを発見できるテーマが必要なの

だ。

そこで、多くの学生がなんらかの形で親し

んでいる PM とその歌詞やMVを教材「テキ

スト」として使ってみる価値はあるだろう。

1.2 学生は歌詞を充分に楽しんでいるだろう

か？

もう一つ、筆者がPM とその歌詞をALおよ

びML教育の教材として使う必要性を感じた

のは、授業レポートや卒業論文などで、 PM

やアーティストを題材にしたいという学生か

らの相談を受けた経験による。そうした学生

たちは「歌詞がよい」「共感する」といった定

型の表現を使うのだが、そのよさや共感がど

こから来るのかをうまく説明できないことが

多い。

たとえば、 aiko の「カブトムシ」や「初

恋」、あるいは B'z の数々の楽曲は、性的かつ

身体的な内容をかなり露骨に含んだ歌詞であ



るように筆者には思われるのだが、彼女らの

音楽と歌詞に言及する学生たちは、そうした

側面を十分に把握しているのかどうか不安に

なることがあった。

一般の学生には、 PMのもつメッセージの

なかにポジティブなもの、片想いや失恋など

の純情な思慕の情だけを一面的に読みとろう

とする傾向があるように思われる。性的な含

みについては学校という公的な場ではたしか

に言及しにくいという事情がある。しかし、

それを考慮しても、一部の学生がポップ・ロ

ック音楽の歌詞が伝統的に隠しもっている露

骨に性的な含みに目を向けることを避けるの

は、大学教員としてだけではなく PM愛好者

としても違和感がある。

また、 PM に含まれる政治的・社会的メッ

セージについても意識されにくい。たとえば、

くるりが2016年に発表した「琥珀色の街、上

海蟹の朝」は、 2010年代の中国語圏の民主化

運動とその挫折についてのコメントを含んで

いるのは明らかだと筆者には思われる。しか

し、ネット上の情報を見てもそうした言及は

ほとんど見つけられなかった。 PMの歌詞や

アーティストの発言がしばしば、というより

はごく頻繁に政治的・社会的メッセージを含

んでいること、それらは必ずしもポジティブ

で安全なものでないどころか、反社会的なも

のでさえあるかもしれないことは、ある世代

には当然のことだが、こうした側面も現代の

学生には見えにくくなっているのではないか

という懸念がある。

音楽雑誌メデイア等では評論家や音楽ライ

ターがそれぞれ思い入れをこめた歌詞や音楽

の解釈と批評を提出している。ただしそうし

た批評雑誌の文章は文芸的な職人芸的なとこ
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ろがあり、初年次の学生がそのまま真似るこ

とは難しい。

このような問題意識をふまえた上で、大学

教育・学習の場でPMを題材にするにあたっ

ては、一般的な学生が自分で楽曲と歌詞を解

釈するためのわかりやすい手順や方法論を用

意する必要がある。ではそのような方法論は

どのようなものになるだろうか。以下では、

国内および英語圏のPM研究 •ML教育関連

の文献のサーヴェイを簡略におこないたい。

2 国内のポピュラー音楽研究での歌詞
の扱い

PMに関する国内のアカデミックな研究文

献群を概観したところ、楽曲の歌詞やサウン

ドそのものを扱っている文献は多くない。そ

れらが軽視されているとは言えないまでも、

PMをとりまく社会的現象を論じる文献が中

心的であり、楽曲の歌詞とメッセージに注目

した文献は全体のなかではひとにぎりしか見

られない。そのため、楽曲や歌詞をどう読み

解釈するかという方法論についての研究も体

系的なものはなかなか見あたらない。しかし、

いくつかの方向性は見いだすことができた。

まず、 PMの歌詞を日本語の「詩」として

国語教育的に読む、という方向がありえる。

国文学者の石原千秋の『J-POPの作詞術』［石

原 2005] は手に入りやすく非常によく読まれ

影響力があったようだ。石原は歌詞のみをテ

キストとして独立させ、それを「詩として読

む」という作業をおこなっている。その際に

三つのキーワードを選び出し、それを中心に

読解と発想を展開させるという手法をとって

いる。この手法による歌詞の読解は、なるほ

ど文学と国語教育に通じた石原の技量が伺え
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るが、実際に学生が真似ることはむずかしい。

国語・国文学、あるいは英文学研究者による

ものとしては他に難波江和英の『恋するJポ

ップ』、山田敏弘の『あの歌詞は、なぜ心に残

るのか』などがあり、それぞれ、恋愛につい

ての言説分析や日本語文法と修辞技法の解説

となっており興味深い。

人間行動学者の細馬宏通の『うたのしくみ』

は歌詞のメッセージ的な側面のみならず音韻

にまで踏みこんでいて参考になる［細馬

2021]。音楽ジャーナリストによるものでは見

崎鉄の一連のものが歌詞を中心にしたJポッ

プ論、アーティスト論として非常に興味深く

啓発的である［見崎 2002, 2018] 。他に、作詞

家を目指す人々に向けた「作詞法」のたぐい

の入門書にはいくつか興味深いものがあった

が今回は省略する。

著者の関心に引きよせて、著者が語りたい

ことを語るための題材としてPM を使うとい

う方向もある。中学教員の柴田克は中学校の

道徳教育にJポップの歌詞を使った授業法を

提案している［柴田 2014] 。また、戸谷洋志

『Jポップで哲学』や小林正嗣『ミスチルで哲

学』のように、哲学的思考の入門に用いる著

者もいる［戸谷 2016，小林 2021] 。

全体として見ると、日本のアカデミックな

PM研究では、楽曲そのものの音楽学的分析

は主流とはいえず、また歌詞内容やメッセー

ジを扱った研究は比較的少数だと言えるだろ

う。また意外にも、 PM を聴き解釈するとい

う活動についての教育法の研究はごく少数で

あり未開拓であるように思われる。

一方で、英語のPMの歌詞については、国

内でも相当量の書籍がある。ボブ・デイラン

やビートルズなどの歌詞を紹介し解釈しその

魅力を分析している書籍は多数あり良書も多

ぃ。これは、英詞の鑑賞やそれを通じた英語

表現の学習が若い読者の関心をさそうものだ

からであり、そしてなにより、英語の歌詞は

日本語話者にはほとんど正しく理解されてい

ないという想定があるからだろう＂。一方、

H本語の歌については、日本語話者がその意

味を理解できるのは当然だと考えられてしま

っている。しかし音楽教育者の畑中良輔が

『日本名歌曲百選』の序文で指摘しているよう

に、日本語の歌曲であっても、私たちが歌詞

の本意をよく理解していない場合や誤解して

いる場合は少なくない。修辞技法や先行作品

の引用・参照、時代背景などを理解しないま

まの鑑賞では、まちがっているとは言えない

までも楽曲の価値を十分に味わいきれていな

いかもしれない。同様のことは現代のPM楽

曲についても言える。各種の表現技法や、各

種の隠喩、政治的・社会的な時代背景などを

含めて歌詞を読み解釈する手引きを教員と学

生たち自身が見つける必要があるはずだ。

3 英語圏の中等メデイアリテラシー教育

そこで、そうした楽曲と歌詞の解釈の手引

きを、英語圏の先進的なメデイアリテラシー

教育に求めてみたい。

ii筆者自身が英語ロックの歌詞やそれに表現されているメッセージに魅力を感じたのは、 1970年代の宝島社の『道具としての英
語』でのジョン・レノンの「イマジン」やプルース・スプリングスティーンの「リバー」の解説だった。そうした解説は、ロ
ックというポップでありながらシリアスでもある音楽への関心の源となった。



3.1 オンタリオ州教育省のガイドブック

20世紀後半から注目されている ML教育は、

基本的にはニュース報道あるいは広告や映画

などの視覚メデイアを中心的な対象としてい

る。これはかつて、マスメデイアが政治的な

プロパガンダや大量消費社会の形成に動員さ

れたことに対する反省と問題意識にML教育

の起源があることと関係がある。ただし現在

英語圏で主流のML教育は、もはや単に「政

府や大手マスメデイアにだまされないように

しよう」といった単純な目標を設定するもの

ではない。むしろ各種のマスメデイアおよび

情報通信技術の特性を理解すると同時に、そ

れらをよりよく鑑賞し楽しむこと、また自分

たちでメデイアやコンテンツを創造する技術

なども、教育の目標として強調されている［鈴

木 1997, 2013, Masterman 1985, 2009] 。

国内の大学レベルでのML教育にかかわる

文献を簡略に調査したところでは、 ML教育

をカリキュラムで必修化したカナダの考え方

を導入しているものが目につく。カナダ・オ

ンタリオ州教育省が作成した『メデイア・リ

テラシー：マスメデイアを読みとく』は、 30

年以上前の教員向けガイドだが、現在でも大

学初年次学生教育にも応用できる充実した内

容である。この書籍ではテレビ、映画、ラジ

ォ、 PM と MV、写真、出版物、クロスメデイ

アと 1990年ごろに主流だったメデイアとコン

テンツがあっかわれており、それらから制作

者の意図とメッセージを読み取るための各種

のトレーニング手法が紹介されている。

PMに関する章では、 PM と MVを、当時最

大の娯楽産業の商品として売るために計算し
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つくされたプロダクトであるという点を学生

に意識させながら、楽曲と MVを鑑賞し、批

判的な観点から評価するという作業をさせよ

うとしている。

このテキストの基本的発想ならびに教育方

針や設問には興味深い点が多い。テキストは

以下のような理論的前提にもとづいて作られ

ているiii。 PMにひきつけた筆者自身のコメン

トを補いながら紹介する。

(1) すべてのメデイアは構築物である

メデイア作品はすべて制作者によって意

図をもって構築されたものであり、「つくり

もの」であるという意味で構築物である。

映画や音楽などについてこの点は自明では

あるが、新聞報道やテレビニュース番組も

また制作者の意図の上で作られていること

は往々にして忘れられるために、教育の場

でまずこの点を強調するのは頷ける。

(2) メディアは現実を構成・構築する

メデイアはそれ自体が構築物であるだけで

なく、私たちの認知に影響を与え、私たち

の現実をも構成・構築する。たとえばニュ

ース報道は私たちの世界についての認識と

世界像をつくりあげ、それが「現実」であ

ると思いこませる。さらに、そうした認識

や世界像は我々個人の認識に影響を与える

だけでなく、影響を受けた個人間の相互作

用を通して現実世界を作りあげる。音楽や

映画も、フィクションであり構築物である

ことが自明であるにもかかわらず、私たち

の人間観•世界観に影響を与える。

iiiこれらの理論的前提は、しばしばML教育の「基本概念」と呼ばれるもので、 ML教育に関する文献群でさまざまなバージョ
ンで登湯する。その歴史については、 Masterman [2009] 、 Wilson [2009]、波田 [2021] を参照せよ。
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(3) 人々はメディアのメッセージをそれぞれの

違ったしかたで経験し解釈する

同じ作品を視聴しても、その経験や解釈

は視聴者によってかなり違ったものにな

る。特に手の込んだ精妙な作品は、それま

での視聴経験や人生経験、認知的な注意、

知識等によって解釈が大きく違ってくる。

学生はそのような解釈の違いを自覚し、自

他の解釈の違いに対して準備しておく必要

がある。

(4) メディア制作者たちは商業的な利害関心を

もっており、また作品は商業的背景の上で制

作され、商業的影響力をもつ

メデイア作品の多くは商業作品であり、

背景には根本的に「商品を売る」という動

機があり、「売れる」ように工夫されてい

る。また、商業的でない動機で制作される

作品でさえ、潜在的にはできるだけ多くの

オーデイエンスに視聴されることが意図さ

れている。一部の作品は明に暗に特定の商

品やコンテンツを宣伝するために作られて

いる。また、「売れた」作品は、流行やトレ

ンドを作りだすことによって人々の消費行

動やライフスタイルに影響を与え、さらに、

他の制作者に模倣されることによって他の

作品に影響を与える。

肝要な点として、 PM も他の商品と同様

に、商品であるがゆえに「ターゲットオー

デイエンス」をもっている。多くの作品は

ある特定のカテゴリーの人々に購買される

ために作られており、当然そのターゲット

となる人々が魅力を感じるように狙い撃ち

して構成されている。

(5) メディアはイデオロギーや価値観に関する

メッセージを含むものであり、また社会

的・政治的背景と影響力がある

さらにメデイアと作品の背景には、商業

的な背景や動機だけでなく、社会的・政治

的な背景や動機も存在する。また有力な作

品は社会に対する強い影響力をもっ。多く

の作品は、人々の既存の価値観やステレオ

タイプを利用しているし、その一部には偏

見とされるべきものもある。作品がどのよ

うな価値観を反映しているかを分析する作

業は学生にとって非常に重要である。また

反対に、あえてそうした既存の価値観や偏

見を批判し反対するメッセージを含む作品

群もある。フォーク、ロック、ヒップホッ

プなどのPMはしばしば政治的・社会的メ

ッセージを含んでおりiv、場合によっては

学生がそれまで聞きながしていた楽曲がそ

うしたメッセージを含むものであることを

意識するよう促すことには価値があるだろ

う。

(6) メディア作品においては内容と形式は密接

に関係している

芸術作品の内容と形式は密接に関係して

いる、という点はいろいろなレベルでの話

が含まれている。古典的な美学において

は、芸術作品の理想としての「理念と形式

の一致」という発想がある。それぞれの作

品は表現すべき理念をもっており、それに

適した芸術様式をもちいたときにー級の芸

iv あるいは逆に政治的メッセージを含まないことが、湯合によってはある政治的・社会的立場の表明になる。



術作品となる。音楽においては現在もこの

ような見方の支持者は多い。

同様のことはPMにも言える。たとえば

パンクロック楽曲は、英語圏の反抗的な白

人青年の音楽であり、刹那的で、反抗的・

社会批判的な態度を理念としてもってお

り、それに対応したシンプルでエネルギッ

シュな音楽様式をもつ。ダンス／エロクト

ロニカ楽曲はダンスのための音楽であり、

享楽的ではあるが社会批判的なメッセージ

を含むことは比較的少ない、などが言える

だろう。もっと細かい楽曲内のレベルでも

理念と形式の一致が望ましいという発想は

存在する。そうした理想は、歌詞と、歌唱

法・メロディーライン・コード進行その他

の楽曲の構造やサウンドなどとの対応とい

う規範や慣習として機能している。

(7) メデイアはそれぞれの技法、規範や慣習を

もつ

テレビ、ラジオ、映画、新聞、雑誌、マ

ンガなどには、それぞれ情報とメッセージ

をオーデイエンスに伝えるための独特の技

法や慣習がある。たとえばマンガであれば、

セリフのフキダシ、コマ割り、擬音、漫符

その他数多くの技法と慣習がメデイアと作

品を成立させている。当然のことながら

PMやMVにおいても数かぎりない技法や

慣習が利用されている。こうした技法や慣

習の把握は、メディア鑑賞経験の質を向上

させ、また学習者の創造性を伸ばすと想定

される。

メデイア全般についてのこうした基本的な

発想の上で、 ML教育は、 (1) メデイアが現実

を構成しているありかたを解読する能力と態
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度の育成、 (2) メデイアと作品に浸透している

価値観の意識化、 (3) メデイア作品の芸術的理

解と総合的評価、 (4) メデイア作品の解読、 (5)

メデイア作品に用いられている手法・技術の

把握と経験、 (6) メデイア・作品制作者たちの

経済的、政治的、社会的、文化的な動機や支

配力と緊張関係などの認識、（7) メデイアと作

品を解釈する上での推論プロセスの自覚、な

どを目指すことになる。さらに、こうして主

体的・批判的にメデイアを「読む」ことは学

生の自主性や創造性を高め、また学生が多様

な形のコミュニケーションをみずから作りだ

すことを助けるという信念が現在の英語園の

メデイア教育を成立させている。大学初年次

少人数教室でのML教育において念頭におく

に十分な内容だと思われる。

3.2 メディア教育の目標と「問い」の重要性

ここで、こうした学習が、メデイアと理論

を熟知した教員から無知な学生への知識の伝

達という形ではなく、むしろ、学生たち自身

が作業やデイスカッションを通して上述の点

を発見できる枠組みと問いを教員が提供する

ことが、 AL·ML教育の実践として重要だと

されていることに注意すべきであろう。

しかし実際には、単に「みんなで話しあっ

てみましょう」といった漠然とした課題設定

は、学生の学習や発見を促すどころか、注意

すべき焦点をあいまいにしてしまい、学生が

「そもそもなにをどう話しあうべきなのかわか

らない」という結果につながってしまう。学

生がテキストや素材を「批判的に読む」ため

に何を試みるべきかの具体的な手引きが必要

である。

先にあげたオンタリオ州のテキストでは、
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MVに関する章だけで大小まじえて100以上の

「問い」が掲載されていてそれぞれ非常におも

しろいが、ここで再検討することは控える。

ただしこのテキストは本稿で目標としている

歌詞を中心にした楽曲の利用とは焦点がずれ

てしまうところがある。もうすこしPM楽曲

そのものに焦点をあてた設問群を考えたい。

その際に留意すべき点を検討するために、英

語圏の最近のPM研究を参照する必要がある。

4 英語圏のポピュラー音楽研究

英語圏PM研究文献群を見ると、社会学的

な発想を背景とした、音楽文化を対象とする

音楽社会学・カルチュアルスタデイーズ的研

究と、クラシック音楽研究と同様の発想を背

景とした楽曲中心の音楽学的研究に二分され

るように見える。

翻訳があるために広く読まれ、国内のPM

研究でも基本書とされているサイモン・フリ

スの『サウンドの力』［フリス 1991, 原書は

1981] は社会学的な研究の代表と言えるだろ

う。この文献では、フリスが歌詞に楽曲のな

かで副次的な重要性しか認めていないように

読める部分がある。いくつかを抽出しよう。

「サウンドをないがしろにして歌詞を分析

しようとする誘惑」「ポピュラー音楽の社

会学は……詞の分析という安易な道に陥

ってきた。そのような歌詞に基礎を置く

アプローチは、ロックの意味を把握しよ

うとするときには役立たない」「ポップ歌

手の価値は、歌詞にではなく、サウンド

→詞にまつわる雑音一ーにかかって

いる」「ロックを若さに満ちた表現の純粋

な形式にしたのは歌詞……ではなく、ま

さにビートだった」「文化的表現に関する

理論のほとんどは文芸批評家の手にな

り、音楽を歌へ、歌を歌詞へと切り詰め

ない限り、それらは直接音楽批評に役立

てることはできない」［フリス 1991, 25, 

51, 68, 77] 

他にもフリスが歌詞の分析や批評に対して

批判的・椰楡的であるように見える個所は多

ぃ。しかしフリスが主張しているのは、ポッ

プスやロックにおいて歌詞は重要ではないと

いうことではない。歌詞は重要である。フリ

スは『サウンドの力』の随所で楽曲の歌詞に

肯定的に言及しており、ポップスにおいても

ロックにおいても、ロマンチックな、あるい

はあからさまに性的な、あるいは政治的な、

あるいは時に暴力的でさえある歌詞が、楽曲

やアーティスト、あるいはジャンルの魅力に

とって一定の重要な機能を果していることは

認めている。むしろ、フリスは歌詞をサウン

ドや歌唱法やパフォーマンスや社会的文脈か

ら切り離して単に字義通りに解釈し、それに

よって鑑賞し評価しようとする立場を批判し

ようとしているのである V。したがって私た

ちは、文学における詩とはちがった形で歌詞

を解釈する方法を求めねばならないのだが、

フリス自身はその方法は直接には示していな

い。

最近のPM研究の定番教科書も見ておこ

う。シューカーの UnderstandingPopular 

v おそらくフリスの批判が直接向けられているのは、石原 (2005) のような歌詞を音楽から切り離して論じる批評の方法だろ
う。



Music Culture [Shuker 2016] は1994年の初

版から版を重ねている大学レベルの PM リテ

ラシーの教科書である。全17章のうち第 5 章

が「テクスト分析」にあてられており、「Born

in the USA」、「My Generation」等といった

有名楽曲をサンプルとしながら歌詞とメッセ

ージの読解にあてられている。

ウォールの StudyingPop Culture [Wall 

2013] もすぐれた教科書で、第 4 章が「形式、

意味、表現」に当てられている。ウォールは

楽曲の「意味」として、四つのレベルを想定

している。

(1) 歌詞テキストそのものから読みとれる

文字通りの意味

(2) メロデイー・サウンド・形式を含めた

ときに聴取される楽曲としての意味

(3) パフォーマンス、 MV、アーティスト

やジャンルのイメージを含めた意味

(4) オーデイエンスが受け取る（解釈され

た）間接的メッセージ

ウォールが指摘するように、楽曲の「意味」

には複数のレベルがあること、特に、歌詞テ

キストそのものの読解・解釈と、総合的にオ

ーデイエンスが受けとる印象や解釈としての

間接的メッセージの区別は重要である。これ

に対応して、ウォールは楽曲やパフォーマン

スの解釈作業に五つの段階を想定する。

(1) テキストとしての歌詞そのものの解釈

(2) 可能な多様な複数の解釈の把握

(3) 楽曲が制作され、消費されるコンテク

ストの把握

(4) 単なるサウンド以上のものとしての楽
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曲の把握

(5) 分析ツールを利用しての総合的把握と

パフォーマンス鑑賞

(1)は国語教育的な方法が適しているだろ

う。ただし現代のPMの歌詞は、文学で扱わ

れる詩と比較して、さらに省略され、曖昧に

され、言葉や論理が歪められており、字義通

りの解釈を許さない場合がしばしばあること

は意識しておく必要がある。 (2)で言われてい

るのは、楽曲の歌詞は多様な解釈を許すもの

であり、自分の読みや印象からの解釈に限ら

ない別の解釈がありえることを意識し、他の

有力な対抗解釈やより豊かな解釈を把握する

必要を確認することである。これは一人では

難しく、まさに少人数クラスなどでのグルー

プワークの対象として適切である。解釈は多

様であってかまわないが、ワークの場では参

加者はそれぞれの解釈の根拠を提示しあう必

要がある。 (3)は商品としての PMがどのよう

なアーティストの意図や制作者のマーケティ

ングのもとに作られ、またどのようなオーデ

ィエンスによってどのように消費されている

かを理解するという活動であり、 (4)はMVや

広告、テレビやネット番組でのアーティスト

たちの活動のイメージまでも含めたものとし

て楽曲を理解するということである。 (5)はそ

うした理解の上で再度作品を総合的に分析・

鑑賞してみるという作業である。読解の順番

はともかく、楽曲の「意味」の理解と解釈に

はこうしたさまざまなレベルがあるというこ

とは意識しておかねばならない。

ムア (Allan Moore) の Song Means は楽

曲そのものの「意味」を分析するという課題

を設定し、歌詞とサウンドを有機的に結びつ
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けた楽曲鑑賞・分析を提案している。楽曲の

音楽的形式、様式、他の作品や社会的現象へ

の引用・言及などに加え、「摩擦」 (Friction、

ひっかかり）と「ペルソナ」 (Persona) の問

題にそれぞれ 1 章を割いて論じているのが注

目される。

PMにおける「摩擦」にはさまざまなレベ

ルのものがあるが、歌詞に関して限定すれば、

PMにおける奇妙な言葉づかいや、しばしば

歌詞として歌われていることと楽曲として聴

取されることのあいだに不整合があることな

どが指摘されている。こうした「ひっかかり」

が楽曲の魅力となり、また解釈を広げる鍵に

なることが多い。

「ペルソナ」の問題とは、楽曲のなかでの主

人公である「語り手」とその「聞き手」のペ

アと、その楽曲を歌い演奏しているアーティ

ストとオーデイエンスのペアとは別のレベル

の存在である、という事実にかかわる問題で

ある。アーティストが「魂の叫びをそのまま

歌にしました！」という場合もないわけでは

ないだろうが、実際にはPMはさまざまな技

法を駆使した精妙な構築物であり、歌詞の語

り手他の登場人物も、アーデイスト自身も、

何重もの仮面（ペルソナ）を被り他人に対し

て装った形で登場するものである。 PMはそ

うした多くのレベルの語りのレイヤー（層）

を含んでおり、重層的なレイヤーの理解抜き

に楽曲の理解はありえない"。

他にもごく近年の英語文献を見たところで

は、個別のPM楽曲の歌詞とサウンドを、音

楽の内部的な構造をふまえて総合的に解釈す

るという手法が優勢になりつつあり、こうし

た動向を踏まえた上で課題を設定する必要が

ある。

5 学生に向けた課題と問いの実装

以上のようなML教育研究およびPM研究

の流れをふまえた上での教育・授業実践の具

体例を示したい。 PM研究の非専門家による

数回の授業試行であるために、非常に限定さ

れたものであるが、具体的な実践とその結果

を報告したい。

5.1 プレイリストを作る

ォンタリオ州のテキストでは、授業の入口

として、「楽曲リストを作ってクラスで交換

し、どこが好きかを話しあう」といった課題

を設定している。近年、音楽ストリーム配信

や動画サイトが普及したことによって、誰で

も自由に「プレイリスト」を作り公開するこ

とができるようになり、私たちはこれを教室

で簡単に試すことができる環境にあるわけ

だ。受講者にそれぞれプレイリストをつくら

せ交換するだけでもそれぞれの個性が感じら

れ、面白い。楽曲に対する一言コメントがあ

るとなおよい。「片想いしているときに聞きた

い曲TOP5 」のように、テーマを自由に決め

て紹介してもらうようにした方がさらに受講

生の個性が感じられる。曲順にも注意するよ

うに促すとさらに受講者の創造性が発揮され

るのが見てとれる。

5.2 楽曲紹介と歌詞の解釈

第二段階として、受講者にプレイリストの

vi楽曲の「語り手」と「聞き手」、アーティストとオーデイエンスのレイヤーという重要な区別に明示的に言及している国内で
数少ない文献に［増田 2002a,2003] がある。



なかから特定の楽曲を紹介し、その歌詞がど

んなメッセージを含んでいるかを分析しても

らう。具体的には、まず表（ワークシート）

の形のテンプレートを配布し、問いに対する

空欄を受講生に埋めてもらう。現在まで使用

してみたワークシートの項目は以下のようで

あるviio

1.アーティスト名、曲名、作詞者、作曲者（編曲

者、プロデューサー）、発表年

2. 音楽・アーティストのジャンル

3. アーティスト（シンガー、バンド）の性別、

年齢、印象、服装、ライフスタイル

4. そのアーティストのオーデイエンス・ファン

層の想定

5. テンポ・リズムなど楽曲の特徴

6. 歌詞を書き写す

7. どんな人物がどんな人物に語りかけているか

8. 語りかけている場面はいつ・どこか

9. 語り手はいつのどんなことについて語ってい

るか

10. 語り手と聞き手はどういう関係だろうか／そ

れぞれどんな状況にあるだろうか

11.コーラスが進むにつれてストーリーが進行し

ているか／どういうストーリーか

12. 語り手が感じていると思われる感情／聞き手

に引き起こされる感情

13. 語りの内容とシンガーの歌い方は合致してい

るだろうか

14. 語り手の直接的なメッセージはなんだろうか

15. 楽曲のオーデイエンスに引き起こされる感情

16. 楽曲全体の間接的なメッセージとして解釈で

きること

17. どんな歌詞技法を使用しているだろうか（対

句、比喩、誇張、反語など）

18. 性的な含みや政治的・社会的な含みはあるだ
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ろうか

19. 他の音楽作品、文学作品、神話などの引用・

参照はあるだろうか

20. ダプルミーニング、言葉遊びなどを指摘でき

るだろうか

21.曲・歌詞のなかで違和憾がある場所はないだ

ろうか

22. サウンドについて指摘できることはなんでも

書いてみよう、特に魅力的なところ、印象的な

ところを指摘できるだろうか

23. あなたのあやふやな推測、解決されない謎、

勝手な連想等を書いてください

24. その他なんでもこの曲について思いつくこと

を書いてください

これらの問いは、歌詞における語り手／聞

き手の「ペルソナ」とストーリー、および全

体としての語り手のメッセージに注意を向け

ることを目標としている。シートには記載し

ていないが、口頭で、アイデンテイティやメ

ッセージを歌詞から推測する場合には、その

根拠となる文言や手掛かりを可能なかぎり特

定し説明することを求めている。

授業実践では、こうした問いを表の形で大

きめの紙にプリントするか、あるいはWORD

等のファイルとして学生に配布し課題とし

た。授業時には少人数 (4 人程度）のグルー

プに分け、 15分から20分程度の時間を与えグ

ループワークをしてもらう。

手順の指示としては、ジャンケン等で提題

者と司会（兼書記タイムキーパー）を決めた

上で、まず（1) 参加者それぞれがYouTube、

Spotify等でターゲットとなる楽曲を視聴し

(5 分程度）、（2）提題者が歌詞を 1 回朗読し

（この作業は歌詞を共有する上で意外に重要で

vii実際にはすべての項目を使用しているわけではなく、現在も試行錯誤中である。
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ある）、そのうえで (3) 提題者が上のワークシ

ートの7．以下をもちいて歌詞内容を説明しそ

の魅力を説明し、 (4) 他の参加者が自由に感想

や疑問をフィードバックする、という形にし

ている。

歌詞の技法については、中高等学校の「国

語」の授業でもある程度は学んでいるはずだ

が、教員が事前に簡略に提示・例示しておく

と効果的である。繰り返し、対旬、明喩、隠

喩、誇張、婉曲、黙説、反語等の技法は確認

しておく必要がある。特に、歌詞がダブルミ

ーニングをもっている可能性については強調

しておく必要がある VIII。また、 PMが性と政治

について語っている場合が少なくないことを

指摘しておくのは初年次学部生に対しては意

味あるだろうix0 

5.3 楽曲全体の分析的鑑賞

時間的に余裕がある場合は、もうすこし発

展的で詳細な分析課題を課すこともできる。

もちろん音楽学的な分析ができれば理想的だ

ろうが、一般学生にはそれを求めることはで

きない。ここで参考にするべきなのは、映画

研究の手法だろう。エンターテイメント作品

の分析では、映画研究がPM研究よりもかな

り先行して体系化されている。英語圏では数

多くの大学レベルの教科書が出版されており、

一部は翻訳されており、参考にすべきところ

がある。ゴックシクの『映画で実践！アカデ

ミックライティング』では、映画を分析的に

見るにあたって、まず学生に「ショット分析

チャート（表）」を作るよう勧めている［ゴッ

クシク 2019, 33] 。これは、映画の一部分のシ

ョット（カメラが映しだしているそれぞれの

シーン）を、時系列の表の形で書き出し、そ

こで描写されている人物やもの、登場人物の

行動や表情、カメラや音の技法を書き出すと

いう作業である。この表は具体的には、もっ

とも単純な形では 4 つの項目をもつ表で、そ

れぞれの項目は左から「ショット番号」「描

写」「経過時間」「ショットのタイプ」となる。

さらに必要に応じて思いつくかぎり各種のメ

モを追加する。この作業は映画学では映像作

品を分析的に見るための第一歩として必須の

作業であると考えられており、実際に作業し

てみるとたいへんおもしろい。

同様の作業課題は当然そのまま MVにも使

えるし、工夫しだいで映像をまったくもたな

い楽曲に対しても使用できる。楽曲 •MVの

場合は表の縦の行は映像ショット番号よりは

歌詞の各フレーズを書き写し出した方が使い

やすい。筆者が使用してみた単純な形では、

左端から歌詞、歌詞に対するコメント、サウ

ンドに対するコメント、 MVを見て気づいた

こと、の四つの項目にしてみたが、まだ工夫

の余地がある。音楽的知識がある受講者には

コード進行その他の音楽的な技法を分析させ

ることもできるだろうが、一般的な学生にも、

viii筆者自身が実例として好んで用いるのはRCサクセションの「雨上がりの夜空に」である。この作品では、語り手とポンコッ
車との関係、語り手と長いなじみの恋人（女性）への黒人プルースの伝統に即した露骨に性的な未練に満ちた語り、そして語
り手と音楽をやめようとしているバンド仲間との関係の三つが同時に歌われていると筆者は解釈している。

ix性的テーマあるいは政治的テーマが学校教育においてどのような態度であつかわれるべきかという問題は繊細な検討を必要と
すると思われるが、 ML教育的観点からすれば、私たちの文化の性的あるいは政治的な側面を捨象するのは好ましくないと筆
者には思われる。教員がこうした問題に関して中立を逸脱することについては望ましくないだろうが、私たちのメデイア文化
がそうしたものを含んだ豊かなものであることは確かであり、また少なくとも大学レベルではそうしたテーマについてのオー
プンな論議がおこなわれる必要性はあるだろう。 PM を題材にしたALは、そうしたデイスカッションを可能にする潜在性があ
る。



単に聴取した印象を書いてもらうだけでも興

味深い観察を提示してくれる。

6 授業試行と今後の課題

実際に、筆者は大学初年次および二年次の

演習科目の学期当初の数回の授業で、以上の

ような課題をもとにした授業をおこなった。

こうした課題は、少人数ゼミクラスのアイ

スブレイクとしては優秀なワークとなった。

好きな音楽の紹介をすることは自然に各自の

自己紹介になる。文学テキストや映画などは

全員で共有し読解・視聴するにはかなりの時

間を使ってしまうものだが、たいていの楽曲

は 5 分以内のコンパクトなものであり、

YouTube等で自由に視聴することができるの

で教室でも使いやすい。また現在では、配信

サービスの天文学的な数の楽曲から好みの音

楽を選びだすことがむしろ難しくなっている。

そうしたときに、クラスメイトの推薦は選択

のひとつの手掛かりになる。

学生どうしのデイスカッションでも、おた

がいの歌詞の解釈が驚くほど違うと感じられ

たようで、 ALおよびML教育が目指す、メデ

ィア読解の能力の向上をめざす必要性の自

覚、視聴する個人による解釈の多様性の把

握、自分の解釈の根拠の説明の必要性の意識

の養成は十分に達成されたようだ。

教員がヒエラルキー的に上位から教材・テ

キストとなる楽曲を選び与える必要がないこ

とも AL としては有利である。テキストは教

員も含めた参加者のあいだで水平に交換され

る。形式的ではあれ、学生と教員がともに学

び発見する大学という場という理想には合致

している。何より教員自身が楽しく、学生と
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ともに学び発見する感覚を味わえたことは強

調しておきたい。

ひとつ印象的だったのは、楽曲やアーティ

ストにまつわる背景的知識の有無が歌詞の解

釈を大きく左右することだ。たとえばある楽

曲を単独で視聴し解釈することと、 ドラマや

アニメの主題歌や CM タイアップソングであ

るという知識をもった上で（そしてそのドラ

マがどういう内容ものかを知った上で）解釈

することのあいだには当然大きな違いがあ

る。アーティストや作詞家の個人史やインタ

ビューによる自作解説などを読むことも解釈

を変える。 PM楽曲の鑑賞は必ずしもそうし

た背景知識を必要とするものではないが、楽

曲と歌詞の重層的な関係の理解のためには役

立つことも多いことが筆者自身再確認するこ

とができた。課題の設問にはそうした追加的

背景情報を追加することが考えられる。

また、多くの学生はMVが歌詞の内容と世

界観をそのまま素直に表現・解説していると

解釈する、逆に言えばMVをもとに歌詞を解

釈する傾向が見られたことも印象的だった。

1980年代のMTV世代の筆者からすれば、歌

詞と MVは正確に対応するどころか、さまざ

まなヒネリや「ひっかかり」が加えられてい

ることも少なくないと思われるために、これ

はまさにML的な学習課題となりうることを

発見することができた。

一方、上述のような仕方で音楽を ML教育

に利用するにあたって困難を感じたこともあ

る。数点指摘しておきたい。

第一に、アカデミックな PM リテラシー教

材が必要である。前述したように、国内のPM

研究は充実しつつあるにもかかわらず、「プラ

イマリーテキスト」すなわち第一次資料であ
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る楽曲や録音、パフォーマンスそのものを対

象にした研究は多くない。ある程度アカデミ

ックな研究者たちによってオーソライズされ

た音楽リテラシーの入門書が必要であるよう

に思われる。また、映画『スクールオブロッ

ク』の教師が示したロックの歴史に対応する

ようなJ-POPの歴史、系統図が必要かもしれ

ない。

これと関連して、第二に、実際に大学での

PM研究に関する授業がどのようにおこなわ

れているかを確かめるための実践例や資料を

探すことにも困難を感じた。これはPM研究

に限った話ではなく、一般に、大学での教育

に関してはその立派な理念は頻繁に語られる

ものの、具体的な実践事例や実態、そしてそ

の困難・問題点が語られることはまだ少な

ぃ。大学教員としては教育事例をおたがいに

もっと公開しノウハウを交換したいものだ。

第三に、 ML教育の一貫として本質的な困

難を感じた問題として、音楽ジャンルとオー

デイエンスのカテゴリーの関係の問題があ

る。本稿で言及した英語圏のML教育におい

ては、作品やそのメッセージとその意味・含

意、そして制作者やその意図だけでなく、オ

ーデイエンスにも注目して分析する必要があ

るとされている。特にPM研究においては、

オーデイエンスのカテゴリーと音楽ジャンル

の関係が重要だとされている。そこでは「ジ

ャンル」は音楽の様式でもあるが、なにより

もマーケットでの消費者の選択にかかわるも

のとされているxi。 PM研究の標準的な理解で

は、一定のジャンルの作品は、それがターゲ

ットにしているオーデイエンス向けのスタイ

ルとメッセージを含み、多くの場合はそのジ

ャンルの慣習にしたがっている。典型的には

ヘビーメタルは白人青年向け、ギャングスタ

ラップは黒人青年向けであり、そうしたター

ゲット向けに構築されているとされる。米国

のグラミー賞は、現在ポップ、 トラデイショ

ナルポップ、ダンスエレクトロニカ、ロック、

オルタナ、 R&B、ラップ、カントリー、ジャ

ズ、ニューエイジ、ゴスペル、ラテン、レゲ

工、ワールドといった形に細分化されており、

このカテゴリー分けがオーデイエンスにも意

識されていると考えられる。ビルボード等の

ヒットチャートも細分化されており、これは

それに対応するマーケットとオーデイエンス

を意識してのことだ。

ところが、国内でPMの代名詞でもある

「J-POP」はあまりにも広範な音楽スタイルと

価値観を含む分類であり、学生に対する「そ

の楽曲はどういうジャンルに属するだろうか」

といった問いがほとんど意味をなさない。

「J-POP」は国内で制作されている PM楽曲の

ほとんどを含むカテゴリーで、多くの場合は

せいぜい「演歌」「クラシック」および「洋楽

ポップ」「ジャズ」と対比されるものであり、

詳細な意味でもちいられる場合でもせいぜい

「Jヒップホップ」「Jロック」と対比される機

能しかもたない。国内でのジャンルとオーデ

ィエンスの関係を考えるにはもっと適切なサ

ブジャンルを見つける必要があるxii0 

同時に、オーデイエンスたちのカテゴリー

分けについても困難があった。「この楽曲はど

x たとえば大滝詠一の「君は総天然色」の歌詞が、作詞者松本隆の実妹の死を隠れたモチーフとして書かれていたという新しい
知識は、私たちのその楽曲の鑑賞の態度を変え、鑑賞をさらに豊かなものにしてくれる。

xi国内で「ジャンル」についての理論的な検討を試みたものに［増田2002b] がある。



んな人が好んで聞くだろうか」といった問い

に対して、初年次学生の多くは「若者」のよ

うなぼんやりしたイメージしか持つことがで

きない。たしかに日本社会は米国のように人

種や地域によってその人々のライフスタイル

や価値観が分断されているというわけではな

い。しかし、国内の若者の内部でももうすこ

し細かいカテゴリー分けはできてしかるべき

だが、今回の簡略な文献調査では、初年度教

育にふさわしいカテゴリーや基準に関する文

献を見つけることができなかった。「こうした

スタイルの音楽は誰が聞くのだろうか」「こう

したカテゴリーの人々はどんな音楽を聞くの

だろうか」という問いは、しばしばステレオ

タイプ的な発想を促すものであり、時には偏

見に類したものを再生産するにすぎなくなる

恐れがある。そのためにも、どんな音楽をど

んなひとびとが聞いているのかに関する

「J-POP」よりも細分化された実証的研究が必

要だろうxiiio

ML教育研究も PM研究も、背景を異にす

る研究者たちの協働による学際的分野として

成立してきた経緯がある。今後も音楽学、社

会学、文学、国語教育、経営学など各分野の

研究者の協力によってPM リテラシー教育が

発展することを願っている。
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xiiこの点については音楽学者の川本聡胤 [2013] が提示している分類が参考になるだろう。川本は1990年代末から2010年代前半
のJ-POP のサブカテゴリーとして15個ほどのサプジャンルを挙げている。こうしたサブジャンルに細分化すれば、そのターゲ
ットとなるオーデイエンスを特定することができるはずであり、オーデイエンスのカテゴリー間における嗜好やライフスタイ
ルや価値観の違いも見えてくるのではないだろうか。。

xiii音楽制作や音楽マーケティングに関わる人々は当然そうしたデータをもっているだろうが、アカデミズム内部でもそうした情
報が流通することが望ましいと思われる。 SNSで言及されるアーティスト名によるクラスタ分析などの手法で、サプジャンル
とオーデイエンスの関係が解明されることがあるのではないかと期待している。
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